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ご　挨　拶

　会員の皆様には、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。また、消防行政に対しま

して常日頃御理解と御協力を賜り感謝申し上げます。

　私こと、令和４年４月１日付けをもちまして消防長を拝命いたしました。浅学菲才の身で

はございますが、消防の普遍の目標である「住民生活の安全確保」という使命達成のため誠

心誠意努めていく所存でございますので、御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げま

す。

　八戸地域防災協会では多年にわたり、災害時要援護者を対象とした住宅用火災警報器の寄

贈・設置事業や、幼年、少年、女性消防クラブ育成強化への助成を行うなど、地域の防災思

想の高揚、災害のないまちづくりの推進、地域社会の安全と社会公共の福祉の増進に大きく

寄与されてきたことに、敬意を表する次第であります。その多大な功績が認められ、令和４

年防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞されました貴協会の皆様に対し、心よりお祝い申し上

げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症が確認されてから間もなく３年が経過しようとしていま

すが依然として収束せず、各事業所においても困難な状況が続いているものと思います。ま

た、各地で甚大な被害をもたらしている台風や局地的豪雨による風水害や土砂災害の激甚化、

発生が懸念されている日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震等の大規模自然災害への対応等、

私たちは、大変厳しい局面に立たされています。

　まさに国難ともいえる現在の状況を乗り越えていくために、消防、防災関係機関が相互に

連携・協力し、地域総合防災力の強化を図り複雑多様化する災害の発生に備えなければなら

ないと考えております。

　今後とも皆様から災害のない安心・安全なまちづくりのために、引き続きお力添えを賜り

ますようお願い申し上げます。

　結びに、貴協会の今後ますますの御発展と、会員皆様の御活躍と御健勝をお祈り申し上げ

就任の挨拶にかえさせていただきます。

八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部　
消防長　金　濵　康　光
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○八戸部会
　・学校法人臨研学舎
　　　　　　まなび舎りんけん

　　所在地：八戸市下長四丁目２-20

　　ＴＥＬ：０１７８－３８－８７１８

○八戸東部会
　・三八五流通株式会社　
　　　　指定管理部館鼻公園課
　　　　（八戸市みなと体験学習館 愛称：みなっ知）

　　所在地：八戸市大字湊町字館鼻67-７

　　ＴＥＬ：０１７８－３８－０３８５

１　災害時要援護者支援事業
（１）住宅用火災警報器寄贈設置
（２）�電気・水道、燃焼器具設備等の点検修理

２　防火防災思想普及事業
（１）火災予防運動用ポスター作製及び配布
（２）各種防火チラシ作製及び配布

３�　消防関係資格取得講習会等の後援及び情
報提供

（１）防火管理講習の後援及び実施の周知
（２）�消防設備士試験、事前講習会等の情報提供

４　研修
（１）消防設備等の研修
（２）各種施設等の見学
（３）講演会の開催
（４）消火訓練の実施及び各種訓練への参加
（５）救命講習会の実施
（６）防災士の養成

５　機関紙の発行

６　幼年・少年・女性消防クラブの育成援助

７　加入促進事業の推進

作業療法士・保育士・児童発達支援管理責任者等の多職
種の視点で児童発達支援・放課後デイサービスを目的と
する施設です。

災害時の防災機能も備えた施設であり、東日本大震災の
実情や教訓を広く国内外及び次世代に伝承する震災伝
承施設です。

新 規 事 業 所 紹 介加 入
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引　地　雅　恵（ひきち　まさえ）　令和４年４月採用
　近年、毎年のように地震や大雨による水害、土砂崩れ、噴火など自然災害が多く
発生しているように感じます。
　東日本大震災を機に大規模災害が発生した場合、行政機関そのものが被災し、救
助、救援がすぐには期待できないこと、その為「自分の身は自分で守る」というこ
と、「家族の安心・安全は家族で話し合うこと」「地域の安全は地域で守ること」が

重要だと考えるようになりました。
　そして自然災害によって多くの命が奪われることが今後軽減し、一人一人の防災意識の向上と地
域の総合的な力によりいつ起こるかわからない災害に備えることが重要なのではないかと感じてい
ます。
　我が家では何らかの災害が起き、自宅にそれほどの被害がな
い場合、自宅で数日間待機できるよう防災備蓄しており、食品
については、日頃から食べている物を少し多めに購入し、食べ
たら買い足すといったローリングストック法を用いる事で、災
害時でも家族が安心して食事がとれるように備えています。
　生まれ育った八戸を地域の皆様と一緒に安心・安全でより一
層住みやすい街にしていけるよう微力ながら務めて参ります。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　令和３年度に、八戸市立中沢中学校、八戸
市立島守中学校、八戸市立北稜中学校の３校
において、新たに少年消防クラブが結成され
ました。
　結成式において、地域の防災と消防精神を
学び、正しい消防知識と技術を身につけ、防
災意識の向上を図るため活動していきますと
力強く宣誓いたしました。
　少年消防クラブの活動は、学校や地域にお
ける防災リーダーとしての活躍につながり、
地域の方々と関わりながら防災に関すること
を学ぶことで、「自助」「共助」の意識の醸成
に大きくつながるものと考えられています。
　今後も、地域が一体となって取り組む安心
安全な地域づくりを推進するため、地域防災
を担う消防クラブの育成援助を実施していき
ます。

写真　上　中沢中学校少年消防クラブ
　　　中　島守中学校消防クラブ　　
　　　下　北稜中学校消防クラブ　　

わが家の防災備蓄
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「小舟渡少年消防クラブの活動について」
　佐京さんは、長年にわたる少
年消防クラブ指導者としての功
績が認められ、令和３年度優良
少年消防クラブ指導者表彰総務
大臣賞を受賞されました。
　小舟渡少年消防クラブの活動
内容について、昨今ではコロナ
禍により活動がままならない中、
消防関係各位や町当局、学校の

先生方や保護者の方々、地域の方々と相互に連携
を深め、みんなが安心して暮らすことのできる地
域社会の実現を目指し、協力し合い、地域ぐるみ
で防災・減災に取り組むためにも、今後も少年消
防クラブの活動を続けていかなければならないと
発表されました。

「コロナ禍における防災について」
　柳町さんは、コロナ禍におけ
る大規模災害が発生した場合で
の、感染拡大防止対策を重点に
避難所設営・運営訓練を実施
し、より一層、防災力の強化に
努めていかなければならないこ
と、自主防災会や消防団をはじ
め、各防災関係機関の皆様との
更なる連携強化を図り、複合災

害にも対応できるよう、防災対策に努めたいと発
表されました。

「地域防災力の向上を目指して」
　畠山さんが在籍している田中
女性消防クラブは、地域の防火
思想に多大な貢献をしたことが
認められ、令和 3年度消防功労
者表彰青森県知事表彰を受賞さ
れました。
　田中女性消防クラブは、家庭
からの火災を防止すること、地
域の方々と協力体制の強化を図

ること、家庭を預かる女性の防火意識の高揚を目
的として、昭和 53 年に新郷村唯一の婦人消防ク
ラブとして結成されました。災害発生時には、情
報収集や避難誘導、避難所における炊き出し支援
など地域に根ざした活動を行い災害に強い地域づ
くりに貢献していきたいと発表されました。

「未来の大人への投資」
　成田さんは、令和 4年 2月に
開催の「青森県消防職員意見発
表会」に八戸消防本部の代表と
して出場されました。
　学校で行われる避難訓練は、
教師が子供を安全に避難させる
ことに重点がおかれ、子供は避
難行動だけを学ぶ。避難訓練だ
けではなく、あらゆる災害にど

のように対処すべきか幅広く学ぶ機会として「危
機管理学習会」を実施してはどうか。避難訓練だ
けでは得られない危機管理能力を身につけ多種多
様な災害に対し、臨機応変な行動を取ることがで
きる大人へと成長できるよう危機管理に関する学
びの場を与えることが、日本を防災先進国へと導
く最も効果的な「未来の大人への投資」になると
発表されました。

　令和４年５月19日㈭、「第13回防災意見発表会」が八戸グランドホテルにおいて開催され、会員事業
所、少年消防クラブ、女性消防クラブ及び消防職員の計４名の方が防災に関する発表を行いました。
　発表者の貴重な体験や提言に、出席した多くの会員が聞き入り、大変有意義な意見発表会となりまし
た。金濵消防長から、「本日、ここにお集まりの皆様が、それぞれの職場、そして地域に防災意識を広げ
ていただくことを御期待申し上げます。」と講評をいただきました。

齊藤会長あいさつ 金濵消防長講評
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田中女性消防クラブ

畠
はたけやま

山　悦
え つ こ

子さん

八戸東消防署
階上分署

成
な り た

田　浩
ひ ろ き

規さん

階上町
小舟渡少年消防クラブ

佐
さきょう

京　　実
みのる

さん

　
南部町役場

柳
やなぎまち

町　健
けんすけ

介さん



事 務 局 員 紹 介事 務 局 員 紹 介

少年消防クラブが新たに結成少年消防クラブが新たに結成

第13回 防災意見発表会第13回 防災意見発表会

4

　

引　地　雅　恵（ひきち　まさえ）　令和４年４月採用
　近年、毎年のように地震や大雨による水害、土砂崩れ、噴火など自然災害が多く
発生しているように感じます。
　東日本大震災を機に大規模災害が発生した場合、行政機関そのものが被災し、救
助、救援がすぐには期待できないこと、その為「自分の身は自分で守る」というこ
と、「家族の安心・安全は家族で話し合うこと」「地域の安全は地域で守ること」が

重要だと考えるようになりました。
　そして自然災害によって多くの命が奪われることが今後軽減し、一人一人の防災意識の向上と地
域の総合的な力によりいつ起こるかわからない災害に備えることが重要なのではないかと感じてい
ます。
　我が家では何らかの災害が起き、自宅にそれほどの被害がな
い場合、自宅で数日間待機できるよう防災備蓄しており、食品
については、日頃から食べている物を少し多めに購入し、食べ
たら買い足すといったローリングストック法を用いる事で、災
害時でも家族が安心して食事がとれるように備えています。
　生まれ育った八戸を地域の皆様と一緒に安心・安全でより一
層住みやすい街にしていけるよう微力ながら務めて参ります。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　令和３年度に、八戸市立中沢中学校、八戸
市立島守中学校、八戸市立北稜中学校の３校
において、新たに少年消防クラブが結成され
ました。
　結成式において、地域の防災と消防精神を
学び、正しい消防知識と技術を身につけ、防
災意識の向上を図るため活動していきますと
力強く宣誓いたしました。
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地域の方々と関わりながら防災に関すること
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　今後も、地域が一体となって取り組む安心
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写真　上　中沢中学校少年消防クラブ
　　　中　島守中学校消防クラブ　　
　　　下　北稜中学校消防クラブ　　
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「小舟渡少年消防クラブの活動について」
　佐京さんは、長年にわたる少
年消防クラブ指導者としての功
績が認められ、令和３年度優良
少年消防クラブ指導者表彰総務
大臣賞を受賞されました。
　小舟渡少年消防クラブの活動
内容について、昨今ではコロナ
禍により活動がままならない中、
消防関係各位や町当局、学校の

先生方や保護者の方々、地域の方々と相互に連携
を深め、みんなが安心して暮らすことのできる地
域社会の実現を目指し、協力し合い、地域ぐるみ
で防災・減災に取り組むためにも、今後も少年消
防クラブの活動を続けていかなければならないと
発表されました。

「コロナ禍における防災について」
　柳町さんは、コロナ禍におけ
る大規模災害が発生した場合で
の、感染拡大防止対策を重点に
避難所設営・運営訓練を実施
し、より一層、防災力の強化に
努めていかなければならないこ
と、自主防災会や消防団をはじ
め、各防災関係機関の皆様との
更なる連携強化を図り、複合災

害にも対応できるよう、防災対策に努めたいと発
表されました。

「地域防災力の向上を目指して」
　畠山さんが在籍している田中
女性消防クラブは、地域の防火
思想に多大な貢献をしたことが
認められ、令和 3年度消防功労
者表彰青森県知事表彰を受賞さ
れました。
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域の方々と協力体制の強化を図

ること、家庭を預かる女性の防火意識の高揚を目
的として、昭和 53 年に新郷村唯一の婦人消防ク
ラブとして結成されました。災害発生時には、情
報収集や避難誘導、避難所における炊き出し支援
など地域に根ざした活動を行い災害に強い地域づ
くりに貢献していきたいと発表されました。

「未来の大人への投資」
　成田さんは、令和 4年 2月に
開催の「青森県消防職員意見発
表会」に八戸消防本部の代表と
して出場されました。
　学校で行われる避難訓練は、
教師が子供を安全に避難させる
ことに重点がおかれ、子供は避
難行動だけを学ぶ。避難訓練だ
けではなく、あらゆる災害にど

のように対処すべきか幅広く学ぶ機会として「危
機管理学習会」を実施してはどうか。避難訓練だ
けでは得られない危機管理能力を身につけ多種多
様な災害に対し、臨機応変な行動を取ることがで
きる大人へと成長できるよう危機管理に関する学
びの場を与えることが、日本を防災先進国へと導
く最も効果的な「未来の大人への投資」になると
発表されました。

　令和４年５月19日㈭、「第13回防災意見発表会」が八戸グランドホテルにおいて開催され、会員事業
所、少年消防クラブ、女性消防クラブ及び消防職員の計４名の方が防災に関する発表を行いました。
　発表者の貴重な体験や提言に、出席した多くの会員が聞き入り、大変有意義な意見発表会となりまし
た。金濵消防長から、「本日、ここにお集まりの皆様が、それぞれの職場、そして地域に防災意識を広げ
ていただくことを御期待申し上げます。」と講評をいただきました。

齊藤会長あいさつ 金濵消防長講評
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　令和４年５月19日（木）、八戸グランドホテル
において、令和４年度八戸地域防災協会総会が
開催されました。
　総会は会員94名が出席の中、齊藤会長が議長
を務め、令和３年度事業結果報告、収支決算報
告、更に令和４年度事業計画案、収支予算案を
事務局が説明し承認・議決されました。

　続いて役員退任に伴う改選が行われ、２名の
役員が決定しました。
　審議終了後には、功労者表彰が行われ、理事
を退任された役員に表彰状、感謝状及び記念品
の贈呈が行われました。

防火管理に関する講習を開催（後援）
　令和４年度前期の防火管理に関する講習は、
甲種防火管理新規講習が４回、甲種防火管理再
講習が１回、八戸消防本部で開催されました。

　消防法により、一定規模以上の防火対象物は、
防火管理の資格を有する者を防火管理者として
定めることとなっており、本講習は、その資格
を取得するためのもので、計 231 名の方が講習

を受講されました。
　今年度の講習は、新型コロナウイルス感染対
策として各講習の受講者定員を制限し回数を増
やして開催しており、さらに甲種防火管理新規
講習を５回、乙種防火管理講習、甲種防火管理
再講習を各１回の開催を予定しております。

功労者表彰受賞者
庭田英博前理事
藤原真史前理事
馬場昭悦前理事

功労者表彰受賞者と齊藤会長

第44回八戸地域少年消防クラブリーダー研修会（後援）
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　令和４年７月26日（火）八戸消防本部及び八
戸市新井田川水防センターを会場に、第44回八
戸地域少年消防クラブリーダー研修会が行われ
ました。今年度は、新型コロナウイルス感染症
の状況を考慮し、例年２泊３日の日程で種差少
年自然の家で実施している研修会を体験型の１
日研修として企画したところ、23名のクラブ員
が参加しました。
　当協会は、研修会の後援となっており開会式
において齊藤会長から励ましの言葉とともに記
念品として防災マップ作成キットを参加者全員
に贈呈しました。

　

　防災意識を育む目的で実施しているこの研修
では、少年消防クラブのリーダーとしての協調
性や指導力を身につけ、防火・防災の知識や災
害対応力向上のため、救急訓練、消火訓練、濃
煙体験などを実施しました。

　参加したクラブ員は、新しい仲間を得てはつ
らつと過ごし充実した研修となったようでした。

記念品贈呈 防災マップ作成キット

ジェットシューターによる消火訓練

防火衣着装体験

濃 煙 体 験
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消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ
【注意喚起】エアゾール式簡易消火具の不具合について

・エアゾール式簡易消火具をお持ちの方へ
　　　　　自主回収対象商品の廃棄処分のお願い

ヤマトプロテック株式会社製のエアゾール式簡易消火具の一部において、大きな音をともな
う破裂事故等が発生しております。事故防止を図る観点から、下記の【回収対象の商品】を
お持ちの方は、自主回収・廃棄処分のご協力をお願いいたします。

※エアゾール自主回収・廃棄処分について
　　（ヤマトプロテック株式会社より）

すでに上記すべての商品については、生産が中止されており、品質保証期間も過ぎているこ
とから、下記の【廃棄処分の仕方】を参考に廃棄をお願いいたします。

製造ロット番号 品質保証期間
KO331
KO331
KN326
KD317
K1426
K2407
K2420
K3407
K3419
K4422
K7424

2005.01
2005.02
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

製造ロット番号 品質保証期間
KN301
KN322
KD319
K1425
K2408
K2421
K3406
K3418
K4423
K7425

2005.02
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

【ヤマトボーイKT】 【FMボーイK】

【回収対象の商品】

【廃棄処分の仕方】
安全ロックのノズル先端側を、まっすぐに矢印方向へ一杯まで引き起こし、完全に
ちぎり取ってください。

⬇
レバーを握り、バケツなどに全量放射してください。排水口に直接噴射してもかま
いませんが、その際は、消火薬剤が飛び散ることがありますのでご注意ください。
（放射するときは、本体を45℃以上傾けずに放射してください。左右方向、後ろ方
向に傾けて使用しないでください。ガスのみが出て、十分に消火薬剤が放射されな
い可能性があります）

⬇
残ガスを完全に抜いてください。（30秒程度ですべて出すことができます）
消火薬剤は水を主成分とした洗剤に近い成分です。下水などに流しても問題ありま
せん。

⬇
空になった容器は、お住いの自治体のルールに従って処分してください。

メーカーHP（外部リンク）
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